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活動名「ふるさとを知り、見つめ、自己の将来・生き方を考えよう。」 
                          大船渡市立綾里中学校 

１ 本活動を扱う教科と領域 
総合的な学習の時間、特別活動、学校行事、国語、社会、美術、家庭 

 

２ 本活動の目的 
  ・地域の素晴らしさに学びながら、自ら課題を設定し、考え、体験活動等で学んだことを振り返り、自分の言葉

で発信する。  
           自ら課題設定 

   地域に学ぶ   考える            自分の言葉で発信する 

           体験する 
 
  ・地域の主産業の水産業について、携わる人々に触れ、体験することを通して理解を深め、自らや地域の将来に 

ついて考え、自己のより良い生き方へつなげる。 
                   将来を考える 

   より良い生き方につなげる    課題を持って調べ          自分の将来を考える 

                   学習・体験する 
 
  ・郷土の復興に力を注ぐ人々から、生き方、考え方を学び、復興を目指す人々や社会との関わりを通して生き方

を考える。 
              地域で働く人々や 

   生き方を考える    復興に力を注ぐ            地域や社会と関わる 

              人々に触れる 
 

３ 本活動の概要 
  ・水産業については、水産教室（復興の取り組み、漁業の現状と課題、新巻づくり体験、網おこし体験等）を中

心に体験・見学や講話を通して考える。 
  ・地域の状況については、安全マップ作り（浸水地域の確認、津波との関わりの確認、危険箇所の確認、ゴミ拾

い）や地域社会の中で行われてきた郷土芸能への取り組みを通してつかむ。 
  ・海との関わりについては、海の絵の作成、地域で水揚げされた魚を使っての調理実習、地域を題材とした演劇

への取り組みを通して、理解を深める。 
 
              ・漁業の現状を知る（講話・体験・見学：総合的な学習の時間） 
   水産教室          ‥ 現状・復興取り組み、懇意知的課題 
              ・漁業体験（網おこし、ロープワーク、新巻鮭づくり：総合的な学習の時間）  
                 ‥ 漁業関係者とのふれあい、漁業について理解を深める 
                
   海の絵の作成     ・身近な存在である海やさんまを題材に絵を描く（：美術・休業中の課題） 
   さんまレター        ‥ 海との関わりについて考え、表現する 
                 ‥ 市の特産のさんまのＰＲをレター形式で表現する 
 
   調理実習       ・地区の漁場から水揚げされた魚を使って実習（家庭科） 
                 ‥ 海の恵みや海との関わりを考え、調理し、生活に生かす 
    



   安全マップ確認    ・震災時の浸水区域、登下校時の危険箇所を知る（：総合的な学習の時間） 
                 ‥ 海との関わりを地域の生活と関わらせてつかむ 

 
              ・郷土芸能への取り組み（総合的な学習の時間等） 
                 ‥ 海と郷土芸能の関わり、地域の人々の思いを知る 
   郷土学習       ・地域を題材とした演劇（文化祭取組：総合的な学習の時間、学校行事） 
                 ‥ 地域について調べ、オリジナル脚本で地域に披露する 
              ・郷土と海の関係を確認する（社会科、郷土芸能取り組み） 
    

４ 本単元で期待される成果 
  ・地域の状況や産業、郷土芸能についての学習や体験、安全マップ作りを通して、地域の実態や海との関わりに

ついて学び、郷土への理解を深めることができる。 
  ・漁業体験や復興への取り組みを体験して学習することにより、職業観の形成や生き方について考える機会にな

り、復興に関わる人材育成につなげることができる。 
  ・物事を深く追求し、自分の考えを持つことができる。 
  ・様々な体験を通して、自らの行動について判断する力が高まる。 
  ・自分の考えをまとめ、相手意識を持って発信する力が高まる。 
 

５ 本単元の指導計画 
 （１）単元構想 

時 学習課題 主な学習活動 指導上の留意点 
 
 
1 

 
 
・課題設定 

 
 
・各学年毎、今年度の活動について知り、それぞ

れの取り組み課題を設定する。 
・郷土芸能の由来とこれまでの取り組みを学び、

地域や海との関わりについて考える。 

 
 
・１年間の見通しを持たせるよう

学習内容を映像等で紹介する。 
・パワーポイントを使って分かり

やすく指導する。 
2 
~ 
5 

②剣舞の面を作成 ・地域の指導者の指導を受け、剣舞の面に色をつ

ける。（１年） 
・絵の具の扱いや塗る上での注意

事項の確認をさせる。 

6 
~ 
20 

③郷土芸能への取り

組み 
・踊りの意味や地域との関わりを意識して、練習

や発表を行う。運動会で保護者や地域住民に披露

する。（夜間練習１０日）（１～３年） 

・上級生や地域の指導者の指導を

生かして行う。 

21 
 
 

④地区奉仕作業、安

全マップ確認 
・海や地域のとの関わりを地域の通学路などのゴ

ミ拾い作業を通して体験的につかむ。また、震災

時の浸水区域や危険箇所を確認することで海と

の関わりを理解する。（１～３年） 

・昨年度作成した安全マップを確

認して行う。海岸近くの地区では

海との近さを確認させる。 

22 
~ 
23 

⑤復興ワークショッ

プ１ 
・ふるさとの復興発展を支える人づくりを目的

に、人生デザインゲームを通じて、自分の生き方

や地域との関わりについて考える。（３年） 

・常葉大学の先生及び学生のリー

ドで行う。 

24 
 

⑥海の絵・さんまレ

ターの作成 
 

・海との関わりを意識して、海か関わる絵（１～

３年の希望者と文化部）やさんまレター（１～３

年）の作成に取り組む。 

・海との関わりを意識させながら

題材を考えさせる。 

25 
~ 
26 

⑦Ｂ＆Ｇクリーンフ

ェスティバル、着衣

水泳 

・クリーン活動として、綾里漁港周辺のゴミ拾い

を行う。その後、水辺の安全教室として着衣水泳

を行う。（２年） 

・三陸Ｂ＆Ｇ海洋センター職員及

び大船渡市消防本部による指導

で行う。 

①オリエンテーション（１～３年） 



27 
~ 
28 

⑧復興ワークショッ

プ２ 
・ふるさとの復興発展を支える人づくりを目的

に、地域の人へのインタビューを通じて、自分の

生き方や地域との関わりについて考える。（３年） 

・常葉大学の先生及び学生のリー

ドで行う。 

29 
~ 
50 

⑨地域を題材とした

演劇への取り組み 
・地域素材を取り入れた演劇に取り組み、地域の

歴史やこれまでの人々の歩みについて考える。

（１～２年） 

・地域素材から演劇脚本を作る。 

51 
~ 
52 

⑩海の学習 ・綾里と海の関わりを知る。 ・地理的・歴史的な観点から、綾

里と海との関わりをつかませる。 

53 
~ 
58 
 

⑪水産教室 ・海との関わりや漁業の現状を知る。また、漁業

の実際を体験する。（２年） 
・綾里漁協の指導協力で行うが、

海との関わりや漁業の実際につ

いて、目的を持たせて関わらせ

る。 
59 
~ 
70 

⑫職場体験学習 ・職業の実際を知り、将来の生き方を考える。（３

年） 
・体験職場との事前連絡にも関わ

らせて行う。 

71 
~ 
74 

⑬新巻鮭づくり ・海との関わり、海の利用を体験する。（１年） ・綾里漁協の協力指導で行うが、

海との関わりや利用について、目

的を持って関わらせる。 
75 
~ 
78 

⑭調理実習 ・地域の海から水揚げされた魚を利用して調理実

習を行い、地域や海の利用について知る。（１～

２年） 

・綾里漁協の協力を得て購入した

魚を使って実習を行う。 

79 
 

⑮まとめ ・綾里と海との関係、海の利用、地域から学んだ

ことをもとに、これからの生き方や地域の在り方

について自分なりにまとめる。 

・作文やお礼状の形でまとめ、掲

示したり関係先に送付すること

で情報発信を行う。 
 
 （２）年間指導計画 

月 １ 年 ２ 年 ３ 年 
 
４ 

   

 
５ 

   

 
６ 

   

 
 
７ 

   

 
 
８ 

   

①総合（１）オリエンテーション 

②総合（４） 
 面作り 
 烏帽子づくり 

③総合・学校行事（１５）、夜練習（１０日） 
 郷土芸能への取り組み  郷土芸能と生活の関わりを知る 
             踊りの習得と披露 

④総合（１） 
 地域安全マップの確認、地区奉仕作業（環境保全の意識化、浸水地域等の確認、地域の様子を知る） 

⑤総合（２） 
 復興ワークショップ１（地

域の今後と海との関わりを

考える） 

⑥美術（１）、夏休みの課題 
 海の絵の作成（海との関わりを表現する） 
 さんまレターの作成（海との関わり、さんまのＰＲに協力する） 

⑦総合（１）、体育（１） 
 Ｂ＆Ｇクリーンフェスティ

バル（環境保全の意識、海

への親しみと自助意識を高

める） 



 
 
９ 

   

 
 
10 

   

 
 
11 

                   

 
 
12 

   

 
１ 

   

２    
３    

 
 （３）ストーリーマップ 
   ①１学年「ふるさとを知り、見つめ、自己の将来・生き方を考えよう」 
    【実践のねらい・目標】 
     ・豊かな三陸の海と深い関わりを持つ地域の素晴らしさを、体験 

活動等を通して学び、地域に生きる人々の生活や職業、郷土芸能 
について理解を深め、自らや地域の将来について考え、自己のよ 
り良い生き方について考えさせる。  

     ・地域や水産業への理解を深めることができるように、郷土芸能 
活動、安全マップ確認、新巻鮭づくり、調理実習などの体験的活 
動を取り入れる。自分たちの地域を深く見つめ、体験する活動を 
通して、主体的に学び、生き方を考える力を育てる。 
○時数 ４月～１月  ５４時間（総合的な学習の時間・学校行事４７、美術１、社会２、家庭４） 
○関連 美術、社会、家庭 

月 体験的な活動 探求的な活動 表現的な活動 
４    

５  
 
 
(総合・行事20) 

  

⑧総合（２） 
 復興ワークショップ１（地

域の今後と海との関わりを

考える） 
 ⑨総合・学校行事（２２） 

 文化祭取組（地域を題材にした演劇） 

⑩社会（２） 
 海の学習（綾里と海の関わりを知る） 
⑬総合（４） 
 新巻鮭づくり（海との関わ

り、海の利用を体験する） 

⑪総合（６） 
 水産教室（海との関わりや

漁業の現状を知る、漁業の

実際を体験する） 

⑫総合（１２） 
 職場体験学習（職業の実際

を知る、将来の生き方を考

える） 

⑬家庭（４） 
 調理実習（地域で水揚げさ

れた魚を利用、地域の漁業

との関わりを知る） 

⑬家庭（４） 
 調理実習（地域で水揚げさ

れた魚を利用、地域の漁業

との関わりを知る） 
 

⑮総合（１） 
まとめ 

【主な連携機関と内容】 
・野形地区公民館：郷土芸能 
 
・綾里漁業協同組合 
   ：新巻鮭づくり、調理実習 

郷

土

芸

能 

 
・踊りの練習 
 
・お面作り 

・踊りの謂われをつ

かむ 
 
・どうして踊られる

のか探る 

・運動会で保護者、

地域の方々に披露 
 
・文化祭でお面を展

示 



６  
 
 
 
 
(総合1) 

  

７    

８    
 
 
 
(美術1・夏休み課題) 

９    

10  
 
 
   (総合22) 
 

  
 
 
 
(社会2) 

11    

12       (総合4)   

１  
 
(家庭4) 

  
 
 (総合1) 

２    
３    

 
②２学年「ふるさとを知り、見つめ、自己の将来・生き方を考えよう」 

    【実践のねらい・目標】 
     ・豊かな三陸の海と深い関わりを持つ地域の素晴らしさを、体験 

活動等を通して学び、地域に生きる人々の生活や職業、郷土芸能 
について理解を深め、自らや地域の将来について考え、自己のよ 
り良い生き方について考えさせる。  

     ・地域や水産業への理解を深めることができるように、郷土芸能 
活動、安全マップ確認、クリーンフェスティバル、水産教室、調 

地 
区 
活 
動 

・地区のゴミ拾い 
 
・危険箇所確認 

・ゴミの量、地域の危険

箇所を知る 
・津波浸水地域を確認 

・安全マップへの書

き込み 
 

海

の

絵 
・地域の自然や産業、

産物を絵やレターに描

く 

地

域

題

材

の

演

劇 

・地域の題材を扱い

オリジナル脚本に

よる演劇を行う 

・題材や地域の様子を調

べ、脚本に生かす 
・登場人物像や演技、音響

や照明の工夫をする 

・演出を工夫し、文

化祭で発表する 

新

巻

鮭

づ

く

り 

・地域の漁場から水

揚げされた鮭を使

って新巻を作る 

・作業の仕方、作り方や苦

労について知る 
・漁業者の様子を知る 

・新巻づくりについ

て感想やお礼状と

してまとめる 

調

理

実

習 

・地域の漁場から

水揚げされた鮭

を使った料理を

作る 

・鮭の調理上の性質を知

り、その性質を生かした

調理法を知る 
・綾里と海の関係の近さ

を知る 

・反省をまとめる 
・盛りつけを工夫し、

試食する 

【主な連携機関と内容】 
・野形地区公民館：郷土芸能 
・Ｂ＆Ｇ海洋センター 
   ：クリーンフェスティバル 
・大船渡市消防組合：着衣水泳 
・綾里漁業協同組合 
   ：新巻鮭づくり、調理実習 

海

の

学

習 

・綾里と海の関わりを知る 

まとめ 



理実習などの体験的活動を取り入れる。自分たちの地域を深く見 
つめ、体験する活動を通して、主体的に学び、生き方を考える力を育てる。 
○時数 ４月～１月 ５５時間（総合的な学習の時間・学校行事４７、美術１、社会２、家庭４、体育１） 
○関連 美術、社会、家庭 

月 体験的な活動 探求的な活動 表現的な活動 
４    

５  
 
 
(総合・行事16) 

  

６  
 
 
 
        (総合1) 

  

７    
      (美術1) 

８  
 
 
 
 
 
(総合1、体育1) 

  

９    

10  
 
   (総合22) 

 
 
 
 
 
 
 
     (社会2) 

 

11  
 
 
 
 
      (総合6) 

  

郷

土

芸

能 

 
・踊りの練習 
 
・お面作り 

・踊りの謂われをつ

かむ 
 
・どうして踊られる

のか探る 

・運動会で保護者、

地域の方々に披露 
 
・文化祭でお面を展

示 

地 
区 
活 
動 

・地区のゴミ拾い 
 
・危険箇所確認 

・ゴミの量、地域の危険

箇所を知る 
・津波浸水地域を確認 

・安全マップへの書

き込み 
 

海

の

絵 

・地域の自然や産業、

産物を絵やレターに描

く 

地

域

題

材

の

演

劇 

・地域の題材を扱い

オリジナル脚本に

よる演劇を行う 

・題材や地域の様子を調

べ、脚本に生かす 
・登場人物像や演技、音響

や照明の工夫をする 

・演出を工夫し、文

化祭で発表する 

水

産

教

室 

・洋上から定置網の

網おこしを見学す

る 

・定置網での漁の様子を知

る 
・漁業の様子や現状・課題

について知る 

・洋上見学や講話に

ついて、感想やお礼

状としてまとめる 

ク フ 
リ ェ ィ 
｜ ス バ 
ン テ ル 

・海岸清掃活

動を行う 
・着衣水泳を

行う 

・海岸環境の実態をつかむ 
・着衣の状態での泳ぎ方の大

変さを知る 
・身近にある浮きに代用でき

るものを知る 
・感想、お礼状としてまと

める 

海

の

学

習 

・綾里と海の関わりを知る 



12    

１  
 
(家庭4) 

  
 
 (総合1) 

２    
３    

 
③３学年「ふるさとを知り、見つめ、自己の将来・生き方を考えよう」 

    【実践のねらい・目標】 
     ・豊かな三陸の海と深い関わりを持つ地域の素晴らしさを、体験 

活動等を通して学び、地域に生きる人々の生活や職業、郷土芸能 
について理解を深め、自らや地域の将来について考え、自己のよ 
り良い生き方について考えさせる。  

     ・地域への理解を深めることができるように、郷土芸能活動、安 
全マップ確認、復興ワークショップ、職場体験などの体験的活動を取り入れる。自分たちの地域を深く見 
つめ、体験する活動を通して、主体的に学び、生き方を考える力を育てる。 
○時数 ４月～１月 ３５時間（総合的な学習の時間・学校行事３４、美術１） 
○関連 美術 

 
月 体験的な活動 探求的な活動 表現的な活動 
４    

５  
 
 
 (総合・行事16) 

  

６  
 
 
 
    (総合1) 

  

７    
(美術1) 
 
 

８    
 
       

調

理

実

習 

・地域の漁場から

水揚げされたサ

バを使った料理

を作る 

・サバの調理上の性質を

知り、その性質を生かし

た調理法を知る 
・綾里と海の関係の近さ

を知る 

・反省をまとめる 
・盛りつけを工夫し、

試食する 

【主な連携機関と内容】 
・野形地区公民館：郷土芸能 
・常葉大学：復興ワークショップ 
・地域活性化総合研究所 
    ：職場体験 

郷

土

芸

能 

 
・踊りの練習 
 
・お面作り 

・踊りの謂われをつ

かむ 
 
・どうして踊られる

のか探る 

・運動会で保護者、

地域の方々に披露 
 
・文化祭でお面を展

示 

地 
区 
活 
動 

・地区のゴミ拾い 
 
・危険箇所確認 

・ゴミの量、地域の危険

箇所を知る 
・津波浸水地域を確認 

・安全マップへの書

き込み 
 

海

の

絵 
・地域の自然や産業、

産物を絵やレターに描

く 

復

興

ワ

｜

ク

シ

ョ

ッ

プ 

・人生創造マ

ップを使い、

自分の人生を

イメージする 

・地域の方や地元を離れた方

から綾里についてのインタ

ビュー等で、綾里や生き方に

ついて調査する 
・地域の在り方や自分の生

き方についてまとめる 

まとめ 



９  
 
 
(総合4) 
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      (総合12) 

  

12    

１    (総合1) 

２    
３    

６ 活動の指導案例 
 ①１年 単元名『新巻鮭づくり』 （総合的な学習の時間 ４時間）  （７ 活動報告のNO.７） 
 （１）単元設定理由 
    綾里中学校は全校生徒６６名の小規模校である。学区内は震災で大きな被害を受け復興途上の中、生徒は、

「綾中魂（一生懸命さ・思いやりの心・思慮分別できる能力）」のスローガンのもと、学習や諸活動に取り組ん

でいる。 
    綾里中学校では、地域の主産業である漁業に関わる活動を綾里漁業協同組合から協力をいただいて行ってい

る。水産に関する初歩的知識・技術についての学習を行い、水産業に対する理解と関心を高める。また、次代

の漁業の担い手としての意識高揚を図ることを目的にする水産教室（新巻鮭づくり）を通して、漁業について

の理解を深め、地域や海の利用、海と共に生きる生き方などについて考える力を育成できると考え、本単元を

設定した。 
 （２）単元目標 
   ・地域の主産業である漁業について知り、地域の良さを産業を通して知る機会にする。  
   ・漁業に関わる人々の生き方を知り、自身の生き方を考え表現する機会にする。 
   ・地域の関係者とのふれあいを通して、地域との連携を深める。 
 （３）単元の評価基準 
   ・新巻鮭づくりに積極的に参加しているか。 
   ・水産業や地域の特徴及び課題について理解することができたか。 
   ・新巻鮭づくりを通して、漁業に関わる人々の生き方を知り、自分の生き方について考え表現することができ

たか。 
 （４）単元の指導計画 

時 学 習 活 動 指導上の留意点 
０ １ 事前指導 

  ・ねらい、内容、注意事項、準備物の確認 
 
・各自にしっかり確認させる。 

職

場

体

験 

・希望の職場で職業

やその仕事を体験

する 
・仕事体験することで大変

さや喜びを知る 
・直接職場の人から仕事に

ついて聞く 

・体験を感想やお礼

状としてまとめる 

まとめ 



   合羽等の配布 ・ねらいや内容の説明を通して活動への意欲づけ

につなげる。 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

（１日目） 
２ 移動 
  ・綾里漁協荷捌き所へ出発（徒歩で移動） 
 
３ 新巻鮭づくり 
 （１）開会行事 
   ①開会の言葉  ②あいさつ 
 （２）新巻鮭づくり体験  
   ・説明 
   ・体験 ①内臓やエラを取る 
       ②洗う 
       ③塩をすり込む 
       ④名前を付ける 
       ⑤タンクに入れる 
 （３）閉会行事 
   ①感想発表  ②お礼の言葉 
 
４ 移動 
  ・着替え等をして学校へ出発 
  ・学校到着 

 
・必要な道具を準備して整列後、徒歩で向かう。 
・到着後、合羽等身支度をさせる。 
・漁協の方や指導者の方へのあいさつを忘れない。 
・漁協の方に進行をお願いしているので、指示に

従う。 
・指導者の説明を作業の様子を見ながら聞く。 
・積極的に取り組むよう声がけをする。 
・分からないところを積極的に聞くよう声かけを

する。 
・作業が終わったらまだの人に教え、手伝わせる。 
 
 
 
・代表が感想とお礼の言葉を述べる。 
 
・着替え後、徒歩で移動する。 

 
 
３ 

（２日目） 
５ 移動 
  ・綾里漁協荷捌き所へ出発（徒歩で移動） 
 
 
６ 新巻鮭づくり 
 （１）開会行事 
   ①開会の言葉  ②あいさつ 
 （２）新巻鮭づくり仕上げ作業体験 
   ・説明 
   ・体験 ①前回タンクに入れた自分の鮭を受け

取る 
       ②丁寧に水洗いをする 
       ③袋に入れる 
 （３）閉会行事 
   ①あいさつ ②お礼の言葉 ③閉会の言葉 

 
・必要な道具を準備して整列後、徒歩で向かう。 
・到着後合羽等身支度させる。 
・漁協の方や指導者の方へのあいさつを忘れない。 
 
・漁協の方に進行をお願いしているので、指示に

従う。 
・指導者の説明を作業の様子を見ながら聞く。 
・積極的に取り組むよう声がけをする。 
・分からないところを積極的に聞くよう声かけを

する。 
・作業が終わったらまだの人に教え、手伝わせる。 
 
・代表が感想とお礼の言葉を述べる。 

 
４ 

７ 移動 
  ・着替え等をして、新巻鮭を持って学校へ出発 
  ・学校到着 
 
８ まとめ 
  ・作業のまとめとお礼状を書く 

 
・鮭と合羽の置き場所を指示する。 
 
・合羽回収について指示する。 
・個人毎に学習のまとめをさせる（学習プリント

に記述させ、学んだ事を表現させる。また、学ん

だことや感想を加味してお礼状を書かせる。 

外部連携 
 協力団体  綾里漁業協同組合  地域漁業関係者 
 

 
 ②２年 単元名『水産教室』 （総合的な学習の時間 ６時間）  （７ 活動報告のNO.６） 



 （１）単元設定理由 
    綾里中学校は全校生徒６６名の小規模校である。学区内は震災で大きな被害を受け復興途上の中、生徒は、

「綾中魂（一生懸命さ・思いやりの心・思慮分別できる能力）」のスローガンのもと、学習や諸活動に取り組ん

でいる。 
    綾里中学校では、地域の主産業である漁業に関わる活動を綾里漁業協同組合から協力をいただいて行ってい

る。水産に関する初歩的知識・技術についての学習を行い、水産業に対する理解と関心を高める。また、次代

の漁業の担い手としての意識高揚を図ることを目的にする水産教室（新巻鮭づくり）を通して、漁業について

の理解を深め、地域や海の利用、海と共に生きる生き方などについて考える力を育成できると考え、本単元を

設定した。 
 （２）単元目標 
   ・地域の主産業について知り、地域の良さを産業を通して知る機会にする。  
   ・漁業に関わる人々の生き方を知り、自身の生き方を考え表現する機会にする。 
   ・地域の関係者とのふれあいを通して、地域との連携を深める。 
 （３）単元の評価基準 
   ・水産教室に積極的に参加しているか。 
   ・水産業や地域の特徴及び課題について理解することができたか。 
   ・水産教室を通して、漁業に関わる人々の生き方を知り、自分の生き方について考え表現することができたか。 
 （４）単元の指導計画 

時 学 習 活 動 指導上の留意点 
０ １ 事前指導 

  ・ねらい、内容、注意事項、準備物の確認 
   合羽等の配布 

 
・各自にしっかり確認させる。 
・ねらいや内容の説明を通して活動への意欲づけ

につなげる。 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

２ 移動 
  ・綾里漁協へ出発（徒歩で移動） 
３ 水産教室 
 （１）開講式 
   ①開会の言葉  ②あいさつ  ③日程説明 
 （２）講話  
   ・水産業について  ・綾里の漁業について 
   ・課題について  等 
  
 （３）ロープワークの体験 
        
 （４）小石浜漁港へ移動（教育支援バス） 
   ・漁協出発  小石浜漁港到着 
 
 （５）洋上見学準備 
   ・注意事項  ・ライフジャケット着用 

・朝の短学活終了後、必要な道具を準備して整列

後、徒歩で向かう。 
・漁協の方へのあいさつを忘れない。 
・漁協の方に進行をお願いしているので、指示に

従う。 
・気づいたことはメモ等をとりながら聞く。 
 
 
 
・ロープワークの際は、分からないところを積極

的に聞くよう声かけをする。 
・バス乗車の注意点を指導する。 
 
 
・乗船場の注意事項やライフジャケットの着用を

確認する。 
３ 
 
 
４ 

（６）洋上見学（定置網の網おこしを見学） 
  ・乗船  ・網おこし見学   
 
（７）閉講式 

   ①あいさつ ②お礼の言葉 ③閉式の言葉 
 
４ 移動 
  ・小石浜漁港出発（教育活動支援バス） 
  ・学校到着 

・船酔いの生徒への対応を心がける。 
 
 
 
・代表の数名が感想を発表する。 
・代表がお礼の言葉を述べる。 
 



５ 
 
６ 
 

５ まとめ 
  ・後片付け 

・講話や体験のまとめとお礼状を書く 

 
・鮭と合羽の置き場所を指示する。 
 
・合羽回収について指示する。 
・個人毎に学習のまとめをさせる（学習プリント

に記述させ、学んだ事を表現させる。 
・学んだことや感想を加味してお礼状を書かせる。 

外部連携 
 協力団体  綾里漁業協同組合  地域漁業関係者 
 

 

７ 活動報告 
 ・【NO.１】  
  （１）活動内容  「郷土芸能活動」 
  （２）学 年   １～３年 
  （３）実践日   ４月２６日～５月１６日 
  （４）海洋教育に関するねらい  知る  利用する 
  （５）目 標   踊り伝えられてきた郷土芸能（「剣舞」「ささら」）の謂われや海との関わりを知り、伝承活動

を意欲的に行う。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい  

踊り伝えられてきた郷土芸能（「剣舞」「ささら」）の謂われや海との関わりを知り、表現を工 
夫し伝承活動を意欲的に行う。 

      ②留意事項 
        海との関わりについても意識させながら活動を進める。 
      ③学習上の特徴や工夫 
        これまで取り組んできた地域の芸能の伝承活動の意味をもう一度確認するところから始めた。踊り

の謂われ（平氏の亡霊を鎮める、死者の霊を慰める）や海との関わり（海の安全、海難事故や津波犠

牲者の霊慰める）を知ることで、ただ踊るのではなく、踊りの意味を理解しながら取り組む事につな

げた。普段の取組は先輩が１年生に教えるという形で取り組んだ。地域の指導者の協力を得て、夜間

練習も行い、踊りの細かな点まで意識するようにした。 
  （７）具体的な学習活動の記録 
      ①オリエンテーションで踊りの謂われを学習し、取組の確認を行った。 
      ②総合的な学習の時間で練習に取り組んだ。 
       ・リーダーが活動内容を指示し、その時間の目当てを設定して取り組んだ。 
       ・リーダーの指示のもと、小グループを作って先輩が１年生に踊りを教えた。 
       ・夜間練習で、指導者から注意点を含めて指導を受けた。 

         
 



        
 

        
 
  （８）指導のポイントや工夫 
     ・オリエンテーションでパワーポイントを使って、剣舞やささらが踊りの意味や踊られている理由につい

て、説明を加えることで、１年生に活動や踊りをイメージさせるとともに、２・３年生の踊りのレベルア

ップにつなげた。 
     ・実際の踊りの練習取組は生徒の手で行わせ、リーダー育成につなげた。 
     ・面作りは美術の学習と関連づけ、美術室で行った。 
     ・夜間練習では、指導者との関わりを深め、地域との関わり方や踊りにかける思いを知る機会にした。 
  （９）成果 
     ・郷土芸能と海との関わりと地域の方々の思いや踊りの意味を知った上で、踊りの練習に取り組み、披露

につなげられた。 
     ・踊りの意味や謂われを知ることにより、取り組み姿勢や踊りの質が向上し、５０周年の節目を飾ること

ができた。 
     ・リーダーを中心とする集団での活動が向上した。  
  （10）課題 
     ・自分たちの地域の誇りとして、率先して行う活動に高めていきたい。 
     ・地域の方々の協力の下に成り立っている部分が大きいので、日頃からの連携を大事にすることが必要で

ある。 
     ・夜練習の時間確保と部活動時間の兼ね合いの吟味が必要である。 
 
 ・【NO.２】  
  （１）活動内容  「地区奉仕活動・危険箇所確認」 
  （２）学 年   １～３年 
  （３）実践日   ６月５日 
  （４）海洋教育に関するねらい   知る  守る 
  （５）目 標   ・地域への奉仕活動を通して、海と共にある地域の現状について理解を深める。 
           ・津波の恐さや災害時の避難について確認し、非常時に備える。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい  

地域での活動を通して、地域への理科を深める。危険箇所や浸水地域を知り、海との関わりを理 



解する。 
      ②留意事項 
        昨年度作成の安全マップを活用し、危険箇所や浸水地域確認の活動を進める。 
      ③学習上の特徴や工夫 
        地区ごとに分かれて、学校への通学路を中心にゴミ拾いをしながら、地域の危険箇所や浸水地域を

確認し、海の影響や自分たちの安全について考える機会にした。 
  （７）具体的な学習活動の記録 
      ①普段何気なく通学している地域のゴミ拾いを行い、ゴミが意外に多いことを知り、自分ではゴミを捨

てないなど環境保全について考えた生徒もいた。 
      ②危険箇所の確認ができ、安全な通学や非常について考える機会になった。 

         
  （８）指導のポイントや工夫 
     ・交通安全に留意して行う。 
     ・危険なところに入らない。 
     ・環境教育や奉仕（ボランティア）活動として、地区のリーダーを中心に取り組ませる。 
  （９）成果 
     ・通学路の危険な所や浸水地域を実際に確認し、海と関わりや非常時の避難について考えることができた。 
     ・地区リーダーを中心とする集団での活動が向上した。 
  （10）課題 
     ・自分たちの地域をきれいにすることを日頃から意識セル生徒増やしてくことが必要である。 
     ・地区毎に人数のばらつきが大きく、距離も異なるので、作業経路や担当者配置の工夫が必要である。 
 
・【NO.３】  
  （１）活動内容  「クリーンフェスティバル・着衣水泳」 
  （２）学 年   ２年 
  （３）実践日   ８月３１日 
  （４）海洋教育に関するねらい   親しむ  守る  利用する 
  （５）目 標   ・海岸の清掃活動を通して、地域の海岸の様子について理解を深めるとともに、海洋性リク

リエーションの普及と環境保全に対する意識を高める。 
           ・水辺の安全教室を通して、生徒の自助意識を向上させる。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい  

海岸清掃活動を通して、地域への理解を深め、環境保全への意識を高める。ペットボトル遊泳、

着衣遊泳を通して、海への親しみと自助意識を高める。 
      ②留意事項 
        指導者の指導を受け、安全に留意して行う。 
      ③学習上の特徴や工夫 
        B&G海洋センター職員や水難学会の外部指導者の指導協力を得て、より深く意識付けする。 
  （７）具体的な学習活動の記録 
      ①綾里の港のゴミ拾いを行い、ゴミが意外に多いことを知り、環境保全について考えた生徒がいた。着

衣状態での泳ぎの難しさとペットボトル等でも自分の身を守ることができることを体験し、海辺のレク

リエーションや海の利用について考える機会になった。 



       

       
 

【生徒の振り返りから】 
    生徒Ａ  活動目標について   ４  ３  ２  １ 
         感想  海の近くのゴミを拾って、いつものゴミ拾いよりせまい範囲だったけれども、あんな 

に多くのゴミがあることに驚きました。特に飲み物の缶が多くて、こんなに捨てている 
んだなと思いました。地区で行うゴミ拾いとは違うようなゴミが多く出てきて、さまざ 
まなゴミがあることが分かりました。最後に拾ったゴミを見て，漁港の近くの場所でも 
たくさんのゴミがあって、そのゴミを拾ってきれいにできて良かったなと感じました。 
これからもゴミ拾いをするときは、しっかりとゴミを拾って地域をきれいにしていきた 
いです。 
  

    生徒Ｂ  活動目標について   ４  ３  ２  １ 
         感想  今回のクリーンフェスティバルでは綾里漁港周辺のゴミ拾いを行いました。空き缶や 

燃えるゴミなどがたくさん落ちていました。班の人と協力して活動することができたと 
 

思います。短い作業の中でしたが、結構ゴミが集まったので驚きました。今回は、一部 
の場所だけのゴミ拾いを行いました。でも、その他の場所でもゴミは色々なところに落 
ちているので、見つけたら積極的に拾いたいです。そして、綾里の地域をさらにきれい 
にしていきたいです。 

    生徒Ｃ  活動目標について   ４  ３  ２  １ 
         感想  今回のクリーンフェスティバルは、綾里漁港周辺を拾いました。最初はあまりたいし 

た物はそんなに落ちていないだろうと思っていました。しかし、実際に活動になったと 
きに、回ってみると、空き缶や金属等のゴミや燃えるゴミ等が思ったより沢山落ちてい 
ました。今回は２０分の活動でしたが、思いの外沢山集まりました。.今回は綾里漁港周 
辺だけでしたが、こういった活動が出来て地域の方々への感謝の気持ちを示すことがで 
きたと思います。 

    生徒Ｄ  活動目標について   ４  ３  ２  １ 
         感想  まず、漁港でゴミ拾いをしました。意外にゴミがたくさんありました。草の生えてい 

る場所もしっかり探して、とれるゴミは拾いました。たくさんのゴミを拾うことが出来 
たので良かったです。次に、Ｂ＆Ｇのプールで着衣水泳をしました。浮いてみる練習を 
して段々上手に浮けるようになりました。腕と足を開いて力を抜いて浮くという動作を 
覚えました。今年は、沈んでから背浮きをする練習をしました。プールサイドから落ち 
てから背浮きをする練習をしました。ペットボトルのキャッチでは、焦ってつかまらな 
いことを水難学会の人から教わりました。万が一、事故があったら、絶対に助けに行く 



などせず、今日のことを生かして行動したいと思います。 
    生徒Ｅ  活動目標について   ４  ３  ２  １ 
         感想  Ｂ＆Ｇクリーンフェスティバルで、綾里漁港周辺のゴミ拾いをしました。今回は、燃 

えないゴミを集めました。拾っていて思ったことは、割と鉄くずが多かったことです。 
また、缶も多かったので、捨てるような行為は絶対にしないと思いました。今日の２０ 
分だけでも、合計一袋分にもいきそうなく位のゴミがあったので、いけないと思いまし 
た。このクリーンフェスティバルを通して、分別をしてきちんとした場所に捨てるよう 
に、改めて思いました。 

 
  （８）指導のポイントや工夫 
     ・保健体育と総合的な学習時間を結びつけて時間設定をし、外部と連携することにより、普段の学校の指

導とは異なる意識で取り組ませることができた。 
     ・単に体験する受け身の姿勢ではなく、地域や海との関わりを考えるように指導を工夫した。 
  （９）成果 
     ・漁港付近のゴミの多さに気づき、環境保全の大切さや地域を守ることを意識させることができた。 
     ・服を着て泳ぐことの難しさやペットボトルなど身近なものでも身を守れることを知ることができた。 
     ・地域との関わり、海との関わりについて、改めて意識することができた。 
  （10）課題 
     ・外部の方々に支えられての活動なので、感謝の気持ちを育てていきたい。 
     ・時間の都合上事後指導が十分ではなかったので、まとめや振り返りを大事にして行きたい。 
 
 
・【NO.４】  
  （１）活動内容  「復興ワークショップ」 
  （２）学 年   ３年 
  （３）実践日   ７月５日、夏休み中、９月６日 
  （４）海洋教育に関するねらい   知る  利用する 
  （５）目標    ・地域の人や先輩の生き方を知り、自分の将来の生き方について考える機会にする。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい 
        ふるさと綾里の復興・発展のための実践的行動力を持った人間の育成。 
      ②学習上の特徴や工夫 
        大学教授や学生と共に活動する中で、自分や地域を見つめ、地域との関わりや自分の人生設計につ

いて考えさせる。人生設計ゲームの利用で楽しみながら考えられるようにする。 
  （７）具体的な活動の記録 
      ①人生デザインゲームを通じて、自分の人生デザインと綾里との関わり方について考え、話し合った。 
      ②綾里出身者で帰省している人と地元に住む人からのインタビューを行った。 
      ③先輩の人生デザインを知り、自分の人生デザインを見直し、また、震災への対応や海との関わりにつ

いて考えた。 

  



   
  

【生徒の感想から】 
  ・復興ワークショップをやって感じたことがあります。それは、自分が大人になってからどんなことを 

して、その経験などがどう生きていくのかなというところです。自分たちはだ中学生ですが、これから 
の人生、いろいろ学んで楽しんでいきたいと思います。人生ゲームをはじめ、自分のことを知るいい機 
会だと思ったので、とても楽しかったです。（男子） 

 
・自分が大人になったとき、何をしたいかよく分かったので良かった。又、何か災害が起きたとき、ど 
うすればいいのかも考えることができたので良かった。仕事を選ぶときも、大人の人の言うことを参考 
にできたので良かった。（女子） 

 
・地元や地元以外のところでどう生活していくかをみんなで考えて、大事なことをたくさん見つけるこ 
とができた。これからどうしようということも話し合うことができていい経験になりました。これから 
も地元について考えて行きたいなと思いました。（女子） 
 
・将来について深く考えることができました。誰しも一度は必ずここ綾里を離れなければなりません。 
その上で、Ｑ１で出てきたような悩みに私たちもいずれ出会うときがあると思います。そんなとき、先 
輩達はどう考え、行動を取ったのか。とても参考になりました。また、２５歳の夏祭りの大切さと行う 
理由、これから仕事をする上で重要なこと等、たくさん学ぶことができました。綾里のために何ができ 
るのか、これからも探し続けていきたいです。（女子） 
 
・将来について前よりももっとちゃんと考えるようになりました。ゲーム形式で、楽しみながらも自分 
の人生について深く考えることができました。「こんな道もあるんだ」と思うことなどもあったので、将来、

この経験を生かしていきたいと思いました。（男子） 
・自分の進路や将来を決めるとても良い経験ができました。自分の意見を言うことができたし、綾里の先輩

の武勇伝も聞けて、とても今後の人生の手助けになりました。やはり、敷かれたレールの上を走るだけでは

いけないと思いました。今回のワークショップでいただいたレールは、僕にとっきな財産となりました。こ

のレールをどんどん広げていって、自らの可能性を広げていきたいです。（男子） 
 

・自分の人生は自分で決めることが大切だということを学びました。そのためには、今からしっかり勉 
強して知識をつけていくことが大事だということが分かりました。人生を楽しく生きるために、今の勉 
強を頑張ります。（女子） 

 
・まず、母親と仕事の話しができるきっかけになったので良かったです。私は将来の夢が決まっておら 
ず、どうすれば良いか分かりませんでした。でも、今回人生ゲームやいろいろな方々のアンケートが、 
今の私にとても役立ちました。将来は、人に笑顔・元気・勇気などを届けられる仕事に就きたいと思い 
ます。また、今のクラスで生活できるのはあと半年しかなく、後１０年後の祭りで、チームワークが大 
切ということなので、残り少しの学校生活を大切にしたいと思います。（女子） 

 
・今のうちからたくさんの経験をしておいた方が、これから役に立つんだなと思いました。人生ゲーム 
をした時は、自分の持っているカードを使い、綾里を良いものにするのをやって、この通りになるか分 
からないけど、自分で考えることが大切ということが分かりました。今まで考えることをあまりなかっ 
たけれど、仕事に就いたとき、親のことを考えて行かなければいけないんだなと思いました。（女子） 



 
・みんながどんなことを考え、どうしようとしているか分かりました。人生の先輩が、どのようにして 
仕事をやっているかや、どうすればいいかを知ることができました。人間関係の大切さなど、たくさん 
のことを学ぶことができたので、これからも生かしていけるように頑張りたいです。人間関係も今のよ 
うに続けていきたいです。（男子） 

 
・将来のことについて考えるようになりました。人生ゲームでは、故郷に戻るか、それとも都会にいる 
かということをしました。今は、残るか戻るかを決めることはできないけれど、いつかその日が来ます。 
その日に向かって私は突き進みます。（男子） 

 
・自分の将来と地域との関わりについて考えを深めることができました。実際に綾里で育った方々の経 
験を知ることが１番私のためになりました。将来どんな仕事についても地域に貢献できる資源はつけら 
れるので、私もさまざまな資源を他の人のために使えるような大人になりたいです。また、大好きな綾 
里を活気づかせるためにも１０年後のお祭りにも積極的に参加したいと思いました。（女子） 

 
・これからの綾里や将来のことも考えさせられました。みんなちがった夢をもって参考になりました。 
あと地元の先輩達から聞いて人脈とかチームワークとかが大切ということが分かったし、先輩達の経験 
を聞けたので良かったです。（男子） 

 
・進路や人生のことについて考えることができました。進路や将来をじっくり考え、自分に合ったとこ 
ろに進んでいきたいです。また、自分の力で進路に進むには、たくさんの知識や経験が必要だというこ 
とが分かりました。（女子） 

 
・班の人たちと学生の皆さんと話し合っていろいろなことを考えました。将来のことを話して自分が大 
人になったときに必ず通らなければいけない道があることが分かりました。自分の意見を言ったり、他 
の班の意見を聞いたりしました。将来の夢を叶えるためにも、この復興ワークショップでやったことが 
役に立てばいいと思いました。（女子） 

 
・自分の進路・将来について、より深く考えることができました。私たちもこれからを考えなくてはい 
けない時期なので、今回の経験を生かしていけるようにし、自分にとってより良い将来に進んでいける 
ようにしたいです。そのためにも、今できることをしっかりとしていこうと思いました。（女子） 

 
・今まで自分の将来のことしか考えていなかったけれど、綾里のことも考えられたので良かったです。 
２５歳の時には、またみんなが集まるので、夏祭りを楽しく盛り上げられるようにしたいです。将来は 
綾里にいないと思うけれど、綾里の人との人脈も大切にしていきたいです。また、困っている人がいた 
ら自分から助けてあげられるようになりたいです。（女子） 

 
・祭りのことや仕事のこと，先輩達の苦労したことなどが分かりました。自分の将来のことや仕事で気 
をつけることなども分かりました。復興ワークショップから学んだ協力し合うこと、健康に気をつける 
ことなどを心がけてこれからも生活していきたいです。（男子） 

 
・震災についてや自分の将来について考えることが出来ました。高校を卒業したら、先輩方はどのよう 
な仕事に就いてきたか、綾里には帰ってきたのかを知ることが出来ました。復興についても考えること 
が出来、とてもいい機会になりました。（女子） 

 
・今まで人生についてじっくり考えたことはなかったし、そのことについてクラスメートと意見交換を 
したこともなかったので、とても良い機会になりました。この経験をこれからの進路選択などに活かし 
ていきたいと思います。（女子） 

 
・１番楽しかったのは人生ゲームです。将来のこととかでやっていて、だんだんやっていくうちにおも 
しろくて、またやってみたいです。（女子） 



 
  （８）指導のポイントや工夫 
     ・指導に当たる教授や学生との事前打ち合わせを行い、生徒がスムーズに活動できるよう意識した。 
     ・ゲームを取り入れての活動、学生を中心とする話し合い活動など、学習形態を工夫した。 
  （９）成果 
     ・中学生の段階で、人生について考えることは難しいことではあるが、先輩の人生設計や岐路での決断や 

資源について知ることで、自分の人生について考える機会になった。 
・震災の影響や復興についての先輩の考えを知ることができた。 

  （10）課題 
     ・教授や学生にリードしてもらっての活動で、受け身になってしまいがちなので、意欲付けをしっかり行

うことが必要である。 
     ・夏休みのインタビュー活動についての取り組ませ方に指導と工夫が必要である。 
 
・【NO.５】  
  （１）活動内容  「海の絵」 
  （２）学 年   １～３年の希望者 
  （３）実践日   ７月～８月(夏休みを含む) 
  （４）海洋教育に関するねらい   海に親しむ   知る   
  （５）目標    ・海の風景や海と共に生きる人々に注目し、それを表現する。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい 
        ふるさと綾里の自然や海と共に生きる人々について知り、海と共に生きる人々の営みや海の自然を

表現する。 
      ②学習の特徴や工夫 
        美術の時間や担当者から全校に呼びかけ、体験した水産教室や海の関する仕事、海の風景に注目さ

せて夏休みの課題として取り組ませ、海の子絵画展に応募する。 
  （７）具体的な学習活動の記録 
      ①今年度は、前年度体験した水産教室や普段目にしている海の様子を題材に、夏休みから８月後半にか

けて取り組んだ。４名が海の子絵画展に出展し、岩手県で３名が、最優秀賞・優秀賞・入選と入賞した。

最優秀賞の作品は全国の海の子絵画展に出品された。 
  【参考】 
    作品例 

          
    

（８）指導のポイントや工夫 
   ・美術科担当や文化部担当と連携する形で実践した。 
（９）成果 
   ・海との関わりや自分たちの体験について改めて考え、表現することができた。 
（10）課題 



   ・生活が海と密接に関わっており、身近に存在する海についての意識させ、美術科と連携して、寄り多 
くの生徒が取り組めるよう工夫していく必要がある。 

 
・【NO.６】  
  （１）活動内容  「水産教室」 
  （２）学 年   ２年生 
  （３）実践日   １１月２日(木) 
  （４）海洋教育に関するねらい      知る  利用する 
  （５）目標    ・漁業についての理解を深め、地域・海の利用・海と共に生きる生き方などについて考える

ことができる。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい 
        水産業に対する理解と関心を高めるとともに、次代の漁業の担い手としての意識の高揚を図る。 
      ②学習上の特徴や工夫 
        綾里漁協の狭量を得て、講義等の座学だけでなく、実際に洋上で定置網の網おこしを見学する。ま

た、漁業者にとって必要な技能の一つであるロープワークの体験を行う。 
  （７）具体的な学習活動の記録 

     
   
  【生徒のお礼状から】 
    ・今日は、水産教室や洋上見学でご指導いただきありがとうございました。水産教室では，綾里で特に多 

く収穫している海産物や綾里の海の良さが詳しく分かりました。特に、ワカメの養殖は日本一で、それほ 
ど綾里は海に恵まれているとよく分かりました。また、ホタテのブランド化に成功するなど、「恋し浜」 
は綾里の誇りだと感じました。2011年に震災があったのにも関わらず、消費者のためにみんな漁業を続け 
ていたということがとても印象に残りました。洋上見学では今までよく分からなかった定置網おこしの様 
子がよく分かりました。慣れた手つきで定置網をおこしていて、力強さが伝わってきました。始めは魚が 
あまりいなくて、今日は少ないのかと思っていましたが、すぐに箱からこぼれるほどの生きのいい大漁の 
魚が獲れてすごいなと思いました。声をかけ合って網おこしをする姿は、とてもかっこいいなと思いまし 
た。今日は普段はできない経験をできて、とても勉強になりました。これからも頑張ってください。あり 
がとうございました。 

 
・今日の水産教室では、綾里漁業についての講話、洋上見学、縄結びの実習など大変お世話になりまし 
た。組合長さんの講話を聞いて定置網のことや漁業者についてのことが詳しく知ることができたので良か 
ったです。また、水揚げされる魚の数量を見て、毎年全く違うことに驚きました。船に乗って洋上見学を 
すると定置網を起こす作業を見ました。実際に起こすところを見て、いろいろな機械を使ったり大勢の人 
たちで網を引くなど改めて大変な作業なんだなあと思いました。網に入っている魚はとても多く、種類が 
たくさんありびっくりしました。最後に食べた刺身は新鮮でとても美味しかったです。今回の水産教室で 
は漁業についてたくさんのことを学べたので良かったです。本当にありがとうございました。 

 
  （８）指導のポイントや工夫 
     ・漁業の置かれている現状や綾里の復興にも触れ、地域との関わりを意識させた。 
  （９）成果 
     ・終了後のまとめから、漁業の大変さ、漁業で働く人々のすごさ、漁業機械の進歩、獲れたての魚のおい

しさなど、今まで分からなかったことを実感として捉えることができた。 



  （10）課題 
     ・海との関わりや漁業について考えることができたが、これからの自分の生き方とどうからませていくか

の工夫が必要である。 
 
・【NO.７】  
  （１）活動内容  「新巻鮭づくり」 
  （２）学 年   １年生 
  （３）実践日   １１月７日(火)、１３日（月） 
  （４）海洋教育に関するねらい      知る  利用する 
  （５）目標    ・漁業についての理解を深め、地域や海の利用・海と共に生きる生き方などについて考える

ことができる。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい 
        水産業に対する理解と関心を高めるとともに、次代の漁業の担い手としての意識の高揚を図る。 
      ②学習上の特徴や工夫 
        綾里漁協の協力を得て、実際に鮭の新巻づくりに挑戦することで、漁業に対する理解を深める。 
  （７）具体的な学習活動の記録 

   
          ・綾里の定置網からその日水揚げされた鮭を人数分提供いただき、漁業者から指導を受けておこなった。 

・１１月７日の作業工程は、①エラを取りのぞき、②腹を割いて内臓をしっかりと取り出し、③容器にた

めた海水で洗い、④塩を体の表面だけでなく、内臓や目にもすり込み、⑤タンクに入れて数日置く。 
・１３日は、⑥タンクから取り出し、⑦水で塩を洗い流し、⑧各自の袋に入れる作業を行った。 

   
   【生徒のお礼状から】 

・この度は、私たちに新巻鮭の作り方を教えてくださりありがとうございました。私が体験から学んだこ 
とは、お腹を包丁で切るときの切り方です。私は最初縦に包丁を入れて切っていてなかなか進みませんで 
した。でも、漁師さんがもう少し包丁を傾けてとアドバイスをして下さったおかげで、すーっと切ること 
ができました。私は、鮭の部分によって包丁の入れ方が違うことを学びました。それから、切り終わって 
鮭を洗った後、塩を付ける作業がありました。私はどうして塩を付けるのか分かりませんでした。後で友 
達から聞いて、腐りにくくするためだと分かりました。鮭を切って終わりではなく、その後の鮭の状態を 
考えてすることが大切だと気づき、そこまで考える漁師さんはすごいと思いました。鮭は家で干して家族 
で美味しく食べたいと思います。大変な作業をテキパキこなす皆さんはとてもすごいです。本当に丁寧に 
教えて下さりありがとうございました。 

 
・この度は、２回にわたり新巻鮭づくりに協力していただきありがとうございました。今回の新巻づくり 
で初めて知ったことがたくさんありました。例えば、魚をさばき、エラや内臓などをとってから洗うこと 
や塩のすり込み方などです。塩を鮭の身の内側まですり込んだり、目をつぶすことも知りました。今回作 
った新巻鮭は家で１０日ほど干しておいしく食べたいと思います。鮭の命の有り難さとここまでの工程の 
大変さを感じながら味わって食べたいです。そして、今回の新巻鮭づくりで鮭だけでなく、自分たちがこ 
れまで食べてきた命のありがたさも改めて考えることができて良かったです。これからはさらに、「命を 
いただいているのだ」という思いを持ちながら食べていきたいです。今回の新巻鮭は漁協の方々のご協力 
のおかげで作ることができました。本来何千円もする鮭を２５人分も用意していただいたことと、お忙し 
い中ご指導下さったことにとても感謝しております。これから寒くなってきて大変だと思いますが、お身 
体に気をつけてお仕事なさってください。 



 
（８）指導のポイントや工夫 

     ・実際に新巻鮭づくりを行うことで、漁業への理解を深めさせるとともに、地域の漁業者から直接指導を

受けることを通して、地域との関わりを意識させることを意図した。 
  （９）成果 
     ・終了後のまとめから、漁業の大変さ、漁業で働く人々のすごさなど、今まであまり意識しなかったこと

や分からなかったことを実感として捉えることができた。 
     ・命との関わりまで考えを広げた生徒がいた。 
  （10）課題 
     ・海との関わりの強さを考えることができたが、これからの自分の生き方とどうからませていくかの工夫

が必要である。  
 
・【NO.８】  
  （１）活動内容  「地元で水揚げされた魚を使った調理実習」 
  （２）学 年   １年生 
  （３）実践日   １１月２０日(火) 
  （４）海洋教育に関するねらい      知る  利用する 
  （５）目標    ・地域で水揚げされた魚の利用を通して、海の利用や海の恵みなどについて考えることがで

きる。 
           ・身近な魚の調理を通して、魚料理に親しむ。 
  （６）指導の流れ 
      ①ねらい 
        ・魚の調理上の性質を知り、その性質を生かした調理ができる。 
        ・魚の適切な取扱ができ、安全と衛生に留意しながら、協力して能率良くできる。 
      ②留意事項 
        衛生面や安全面に留意して作業を行わせる。 
      ②学習上の特徴や工夫 
        綾里漁協の協力を得て、実際に鮭の新巻づくりに挑戦することで、漁業に対する理解を深める。 
  （７）具体的な学習活動の記録 
       

 

   



 
  （８）指導のポイントや工夫 
     ・家庭科の授業で先日行った新巻鮭づくりと同じ材料である鮭を使うことで、海の恵みや漁業への理解を

深めさせるとともに、実際に調理することを通して魚が身近な存在であることを再確認させた。 
  （９）成果 
     ・新鮮な魚を使うことで、魚のおいしさや調理への利用など、今まで分からなかったことを実感して捉え

ることができた。また、一度焼いてからシチューに入れて魚の臭みを消すことなど、魚を調理する上での

留意点を知ることができた。 
     ・協力して時間内に調理や片付けができた。 
  （10）課題 
     ・新鮮で美味しい魚介類が利用できる環境にあることの有り難さを意識させながら活動に取り組んでいく

ことを大事にしていくことが必要である。 
 

８ 本活動のまとめ 
（１）成果 
   ・本活動に取り組むにあたり、これまでバラバラに実施してきていた各取り組みや活動を、海洋教育という 
   一 つの軸を持って系統的に位置づけることができた。それにより、指導のねらいやつながりがはっきりし、 
   活動 が充実したものとなった。 
   ・海との関わりや地域様子、地域に暮らす人々について知る機会となり、自分の将来や地域について考え 
    る様子が見られ、また、地域に支えられていることを実感させることができた。 
   ・様々な体験や考える場を通して、成長した様子が感じられた。 
   ・海からの恵みや海との関わりについて知り、今まで以上に意識することができた。 
     ・活動や体験を通し、自分の考えを持ち、自分の行動の在り方について考える様子が見られた。 
   ・礼状やまとめに感謝の気持ちや学んだことが自分の言葉で著されて、表現力や発信する力が伸びた。 
（２）課題 
   ・事前指導の時間が十分に確保することができず、指導者側から与える形での活動になってしまったこと 
    があり、課題意識や活動後の個々の情報発信については十分な成果とは言えない部分があった。 
   ・活動内容や在り方について、今年度の反省を踏まえ、更に改善していくことが必要である。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



指導資料編 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 
 
 
 
 
 
 
   

 


